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4.研 究の概要

本研 究で は銀(1)一窒素 結合や銀(り 一酸素結合 をもつ水溶性銀(1)錯 体 と して、

グ リシ ン、アスパラギ ン酸 、アスパラギン、ヒスチジン、アラニ ンなどS原 子

を含 まな いア ミノ酸 によ るい くつかの銀(1)錯 体 を合成 した 。単結晶X線 構造解

析 、固体13Cお よ び15NNMR、 水溶 液中の'Hs13CNMRな どによ り固体 状態の

構造 と溶液 中の構造の違いを明らかに した。銀原子の配位様式からアミノ酸銀

錯体は4つ の タイプ(Ag-0結 合 だけか らなる錯体 、O-Ag-OとN-Ag-N結 合

の両方 を含 む錯体 、O-Ag・N結 合 か らなる錯体 、Ag-N結 合 だけか らなる錯体)

に分類で きるが、本研 究では それ らを全て構造解析することができた。これら

のアミノ酸銀(1)錯 体 は いずれ も広 いスペ ク トルの優れた抗菌抗カ ビ活性 を示 し
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0構 造 ど抗菌活性の相 関 につ碩 『考察τ7だ。 い ぐつかの銀(り錯 体 につ いて配

位子 交換性 を調 べた。関連する銀(1)錯 体 と して 、必ず しも水溶性 では ないが、

チオール 基配位子による種々の銀錯体 、複素環窒素配位子による種 々の銀錯体、

ヒノキチオール銀錯体、銀 一酸素結合を有する種々の銀錯体などを合成 し、そ

れ らの構造、抗菌活性を調べた。銀(1)錯 体の抗菌活性の スペ ク トルは銀(1)錯 体

の配位子交換性 と密接 に関係 していることを明 らかに した。
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